超小型人工衛星で行うプラズマ測定ミッションのシステム要求に関する研究 by Raphael  Tejumola Taiwo
Study on Systems Requirement for Lean
Satellites Plasma Measurement Missions.






氏     名   Tejumola Taiwo Raphael (ナイジェリア) 
学位の種類     博 士（工学） 
学位記番号     工博甲第４６２号 
学位授与の日付   平成３０年９月２１日 
学位授与の条件   学位規則第４条第１項該当 
学位論文題目     Study on Systems Requirement for Lean Satellites Plasma   
Measurement Missions.  
(超小型人工衛星で行うプラズマ測定ミッションのシステム 
要求に関する研究)  
論文審査委員    主 査  教 授  趙  孟佑 
〃   奥山 圭一 
〃   平木 講儒 
               准教授  豊田 和弘 
 

























































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、超小型衛星を使った宇宙空間の科学観測を成功に導く上で極めて重要な研
究である。超小型衛星、とりわけ一辺 10cmを単位としたキューブサットの開発・利用
が世界中で爆発的に伸びている。超小型衛星の用途としては様々なものがあるが、その
低コスト・短納期という利点を活かして、多数の衛星を軌道上に配置し、宇宙環境の多
地点・同時観測をすることが以前から提唱されている。とりわけ、ラングミュイアープ
ローブを用いたプラズマ計測は、電力等のリソースに乏しい超小型衛星では、有力なミ
ッション候補であり、過去にいくつかの超小型衛星で実施されている。しかしながら、
ミッション成功に至った例は少ない。本論文は、超小型衛星を用いてプラズマ測定を行
う際に、留意すべき点を自らが観測機器を開発し軌道上で測定を行った経験に基づき明
らかにしており、今後の宇宙プラズマ計測ミッションの成功率向上に大きく貢献できる。 
 上記の論文に対して審査を行い、本研究が超小型衛星の宇宙科学観測への用途拡大に
向けて大きく貢献したことが認められた。審査会・公聴会にてなされた、プローブ表面
処理やプローブの展開方法、衛星姿勢とプローブ電流の関係、地上検証結果の理論値と
の比較、プローブ計測を行った他の超小型衛星との比較等々の質問にも適切に対処した。
本論文作成の過程で証明した研究能力と論文の記述から、本人が博士号を授与されるの
に相応しい素養を身に付けていると判断した。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
